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「

要
旨特
別
天
然
記
念
物

哨阿
寒
湖

の

マ
リ

モ
」

は
日
本

を
代
表

す
る
希
少
生
物

と
し

て
、
そ

の
保
全

を
図
る

べ
く
古
く

か
ら
様

々
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

き
た
。

こ
の
う

ち
、
風
波

に
よ

っ
て
浅
瀬

に
生
育

す

る

マ
リ

モ
が
湖
岸

に
運
ば

れ

る
打

ち
上
げ

現
象

に

つ
い
て

は
、

お
よ
そ
半
世
紀
前

か
ら

こ
れ
を
防
止
す

べ
く
、

湖
岸

に
堤
防
を
構
築
す

る
な
ど

の
事
業

が
実

施

さ
れ

る

一
方
、
打
ち
上
げ
ら
れ
た

マ
リ

モ
を
他

の
水
域

に

移
植
す
る
措
置

が
取
ら
れ

て
き
た
。
本
稿

で

は
、

マ

リ

モ
の
打

ち
上
げ

対
策

が
重

要
視

さ
れ

る

よ
う

に

な

っ
た
歴
史

的

な
経
過

を
明

ら

か

に
す

る

と

と
も

に
、

マ
リ

モ
の
光
合
成
生
産
や
成
長

動
態
、

集
団
遺

伝
学
的
解
析
と

い

っ
た
最
近

の
生
物

学
的

な
研
究
成

果
を
も
と

に
、
打

ち
上
げ
現
象
が

マ
リ

モ
個

体
群

の

維
持

に
必
要
な
プ

ロ
セ
ス
と
見
な
さ
れ
る
だ

け
で
な

く
、
移
植
と

い
う
行
為
が

マ
リ

モ
の
保
全

に
役
立

っ

て
こ
な

か

っ
た
実
態

に

つ
い
て
述

べ
る
。

。

は

じ

め

に

二
〇
〇
七
年

一
〇
月
下
旬
、
特
別
天
然
記
念

物

「
阿
寒

湖

の

マ
リ

モ
」
の
代
表
的
な
生
育
地

で
あ
る
阿

寒
湖
チ

ュ

ウ

ル
イ
湾

の
湖
岸

に
、
大
量

の
球
状

マ
リ

モ
が
打

ち
上
げ

ら
れ
た

(写
真

1
、

2
)
。

一
二
月

に
入

っ
て
湖
面

の
結
氷

が
始
ま
り
、
打
ち
上
げ
ら

れ
た

マ
リ

モ
が
凍
結

し
て
被
害

を
発
生
す
る
可
能
性
が
出

て
き
た

こ
と
か
ら
、

関
係
行
政

機
関

や

マ
リ

モ
保
護
団
体
、
地
元
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
な
ど

の

手

に
よ

っ
て
、

マ
リ
モ
を
沖
合

に
移
動
さ
せ
る
作
業
が
行

わ
れ
た

(写
真

3
)
。
こ
う
し
た

一
連

の
動
き

に
つ

い
て
は
、

2007年10月21日 に阿寒湖 で発生 したマ リモの打

ち上げ状況(2007年11月21日 撮影)。 約3tの マ リ

モが その数倍量 のヨシ断片等 と一緒 にチュウル イ

湾の湖岸に打ち上げられた。手前左側に球状形態 を

保 ったマ リモが見える。

写真1打ち上げられ、波打ち際で長径4cmほ どの小 さな

断片に破砕 されたマ リモ集合(2007年11月21日 撮

影)。

写真2
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大
き
く
報
道

さ
れ
た
こ
と
も
あ

っ
て
、
ご

記
憶

の
方

も
少

な
く
な

い
に
違

い
な

い

(朝

日
新
聞

・
北
海
道
新
聞

な
ど

二
〇
〇
七
年

一
二
月

五
日
)
。

過
去
半
世
紀

の
あ

い
だ
、
阿
寒
湖

で
は
幾
度

と
な
く
今

回

の
よ
う
な

マ
リ

モ
の
打

ち
上
げ
が
発
生
し
、
そ
の
度

に

マ
リ

モ
を
湖

に
戻

す
同
様

の
措

置
が

繰
り
返

さ

れ

て
き

た
。

ま
た
古
く

に
は
、
打

ち
上
げ
そ

の
も

の
を
防
止
す
る

た
め
に
、
湖
岸

に
堤
防

を
構
築

す
る
な
ど

の
対
策

も
取
ら

れ
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、

こ
う
し
た
対
策
や
措

置

の
は
る

か
以
前

か
ら
、
お
そ
ら
く

マ
リ

モ
の
打

ち
上
げ

は
発
生

し

て

い
た
に
違

い
な

い
。
と
す
れ
ば
、

な
ぜ
あ

る
時
か
ら

マ

リ

モ
の
打

ち
上
げ
が
被

害
と
捉

え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
以
前

に
、
そ
も
そ
も

マ
リ

モ
の
生

活

に
と

っ
て
、
打
ち
上
げ

と
は
ど

の
よ
う
な
意
味
を
持

つ

の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿

は
、
私
が

マ
リ

モ
の
保
全
研
究

の
た
め
に

一
九
九

打ち上げられたマ リモの凍結 ・枯死を防 ぐため、

水 を掛 け流 しなが ら湖岸 のマ リモ を水深50cm

位置 まで移動 させる作業の様子(2007年!2月4

撮影)。 背後に現存する打ち上げ防止堤が見える。

写真3

一
年

に
阿
寒

町
教
育
委
員
会

(合
併

に
よ
り
二
〇
〇
五
年

か
ら
釧
路
市

教
育

委
員
会
)

に
赴
任
し
た
直
後

か
ら
抱
き

続
け
て
き
た
、

こ
う
し
た
疑
問

に
対
す
る

一
つ
の
答

で
あ

る
。
本
稿

を
通
じ
て
、
近
年

の
調
査

で
明
ら
か

に
な

っ
て

き
た
驚

き

に
満
ち
た

マ
リ
モ
の
生
態
を
知

っ
て

い
た
だ
く

と
と
も

に
、
一
マ
リ

モ
の
何
を
、
ど

の
よ
う

に
守

る
の
か
」

と
い
う
、

一
見
す
る
と
自
明

で
あ
る
よ
う
な

こ
の
問
題

に

つ
い
て
、

改
め

て
考

え
て

い
た
だ
け
れ
ば

と
思

う
。

二
.
阿
寒
湖

に
お
け
る

マ
リ

モ
生
育

状
況
の

変
遷
と
保
全
対
策

阿
寒
湖

で

マ
リ

モ
が
発
見

さ
れ
た

の
は
今

か

ら
お
よ
そ

一
世
紀
前

の

一
八
九
七
年

の
こ
と
で

(川
上

一
八
九

八
)
、

当
時
は
西
部

の
シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
と
大
崎
、
北

部

の
チ

ュ

ウ
ル
イ
と

キ
ネ
タ

ン
ペ
の
四
カ
所

に
球
状

マ
リ

モ
が
群
生

し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る

(図

1
、
吉
井

一
九
五

六
)。

し

か
し
、

マ
リ

モ
が
天
然
記
念
物
指
定
さ
れ
た

一
九
二

一
年

前
後

に
な

る
と
、
湖
周
辺
で
の
開
発
行
為
が
活
発

と
な
り
、

マ
リ
モ
の
生
育

に
も
影
響
が
現
れ

る
よ
う

に
な

っ
た

(表

キネタンペチ ュウル イ

O

O

シ ュリコマベ ツ

1km一

々

湖確

9

β

O

大崎

阿寒川・イ
阿寒湖温泉

阿寒湖における球状 マ リモの分布域

(◎:現 存 している水域、●:20世 紀

前半の開発行為 によって消滅 した水

域)。

図1

1
)。い

く

つ
か
代
表
的
な
も

の
を
取

り
上
げ

る
と
、
ま
ず

一

九
二
〇
年
代
当
初
、
阿
寒

湖

の
流
出

河
川

で
あ
る
阿
寒
川

の
上
流
域

で
電
源
開
発
が
始
ま
り
、
水
力
発
電
所

へ
の
給

水

を
調
節

す
る
た

め
に
阿
寒

湖
の
流
出

口
に
制
水
門
を
設

け
て
湖

の
水
位
を
人
為
的

に
管

理
す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

そ

の
結

果
、
過
度

に
取
水
が
行
わ
れ
た
際

に
は
、
湖
水
面

が
低
下
し
て

マ
リ

モ
が
水
か
ら
露
出

す
る
事
態
を
招
き
、

こ

の
こ
と
が

マ
リ

モ
の
枯

死
を
も
た
ら
す
と
し
て
問
題
視

さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
例

え
ば
、

一
九

二
四
年

の
新
聞

報
道

に
よ
る
と
、
当
時
、
球
状

マ
リ

モ
が
群
生
し
て
い
た

シ

ュ
リ

コ

マ
ベ
ツ

で
は
、
取
水

に
よ

る
湖
水
面

低
下

に

よ

っ
て

「約
巾
五
問

(九
層
)
長

さ
三
〇
問

(五
四
層
)

の

マ
リ

モ
は
最
近

こ
と
ご
と
く
枯

死
す
る
に
い
た

っ
た
」

と

い
う

(釧
路
新
聞

一
九
二
四
年

=

月
六
口
、
丸
括
弧

は
筆
者
)。

ま
た
、
時
を

ほ
ぼ
同
じ
く
し
て
、
阿
寒
湖
周
辺

に
お
け

る
森
林
開
発
も
始
ま

っ
た
。
切
り
出

さ
れ
た
木
材

は
湖

に

流
入
す
る
小
河
川
を
使

っ
て
湖
内

に
流
送

さ
れ
た
が
、
球

状

マ
リ

モ
の
群
生
地
は
、

い
ず

れ
も
流
入
河
川
の
河

口
近

く

に
位

置
し
て

い
た
た
め
、
木
材
流
送
時

に
河
川

か
ら
流

入
し
た
土
砂
を
被
る
な
ど
の
被
害
が
生
じ
た
。
特

に
西
部

の
シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
は
流
送

し
た
木
材

の
貯
木
場
と
な

っ

て

い
た
た
め
、
多
く

の
マ
リ
モ
が
破
損
し
、
ま
た
水
質
が

悪
化
し
て
腐
死
す

る
も

の
も
少
な
く
な

か

っ
た
と
言
わ
れ

て

い
る

(菅
野

一
九
三
四
、

三
好

一
九

三
八
)
。

こ
の
他
、

一
九
二

一
年

の
天
然
記
念
物
指
定
を
機

に
、
売
買
を
目
的

と
し
た

マ
リ
モ
の
盗
採
が
横
行
す

る
な
ど

(吉
井

一
九

二

五
)
、
マ
リ
モ
の
生
育
を
脅

か
す
事
態

は
絶
え
る
こ
と
が
な

く
、

こ
う
し
て
二
〇
世
紀
半
ば

ま
で
に
シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ

と
大
崎

の
個
体
群

は
完
全

に
消
滅

す
る
に
至

っ
た

(吉
井

一
九
五
六
)
。
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阿寒湖における過去のマリモ被害と実施されてきた主な保全対策表1

被害内容 原 因 対 策 現状や課題

西部個体群(シ ュリコマベツ ・

大崎)の 消滅(1920～50年 代)

伐採木材の流送ならびに貯木に
よる⊥砂流入や湖水汚濁

●森林伐採区域の限定や施行

方法の適正化
●木材輸送手段のトラックへ

の代替

●消滅個体群の復元再生

水位低下 による露出 と乾燥 ・枯

死(!920～50年 代)

水力発電のための過度な取水 ●最低水位の遵守
●湖内および他湖への移植

●水位の高位固定化による湖

環境の改変
●移植集団の実態解明

チュウルイにおける大量打 ち上

げ(1950年 代 ～)

風波による移動 ●打ち上げ防止堤等の設置
●マリモの移植および湖中へ

の返還作業

●打ち上げの実態や生態的機

能の見直し

球状マ リモの選択的な消失 と生

育地の概乱(1920～60年 代)

マ リモの売買を目的とした盗採 ●監視や取り締まりの強化

●保全思想の啓発普及
●生育地への立ち入り規制

●2006年 に再発?

●立ち入 り規制による学習機

会の減少

投錨 による破損や生育地の撹乱

(1940～50年 代)

遊覧船の生育地乗り入れ ●遊覧船の乗 り入れ自粛 ●適切な観光への活用

北部個体群(チ ュウルイ ・キネ

タンペ)の 衰退(1960～90年 代)

生活排水の流入による湖水の富

栄養化とアオコの繁殖

●湖水浄化対策(凌 深 ・公共

下水道の整備)

●個体群の回復とモニタリン

グを含めた管理手法の確立

こ
れ
以
降
、
現
存
す
る
球
状

マ
リ

モ
の
群
生

地

は
北
部

の
チ

ュ
ウ

ル
イ
と

キ
ネ

タ

ン
ペ
を
残

す
だ

け

と

な

っ
た

が
、
両
所

に
お

い
て
も

一
九
六
〇
年
代

に
入

っ
て
個
体
群

が
急
速

に
衰

退
し

(山
田

一
九
七
三
)
、
現
存
量

の
調
査
が

行

わ
れ
た

一
九
七
三
年

か
ら

一
九
八
五
年

の

一
二
年
間
だ

け
で
大
型

の
球
状

マ
リ
モ
が

四
割
近
く
減
少

し

た

(黒
木

ら

一
九
七
六
、
黒
木

一
九
八
六
)
。
こ
の
根
本
原

因

は
、
阿

寒
湖
が
北
海
道

を
代
表

す
る
観
光
地
と
し
て
発

展

を
遂
げ

る
の
に
伴

い
、
住
宅

の
他
、

ホ
テ

ル
や
旅
館
な

ど
か
ら
湖

内

に
流
入
す
る
雑
排
水

が
増
加
し
て
湖
水
が
急

速

に
富
栄

養
化
し
た
こ
と
に
よ
る

(若
菜

一
九
九

三

a
、

五
十
嵐
ら

二
〇
〇
〇
)
。
そ

の
結
果
、
初
夏

か
ら
秋

に
か
け

て
藍
藻
類

を
主
と
す
る
植
物
プ

ラ
ン
ク
ト

ン
が
ア
オ

コ
と

な

っ
て
発

生
し
、
こ
の
被
陰
効
果

に
よ

っ
て
光
補
償
点

の
大

き

い
大

型

の
球
状

マ
リ

モ
が
光
不
足

に
陥
り
、
数

を
減

ら
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
て

い
る

(若
菜

一
九
九
三
b
、

若
菜

一
九

九
九
)
。

阿
寒
湖

の
水

環
境

の
劣
悪
化
は
衆
目

の

一
致

す
る
と
こ

ろ
で
あ

っ
た
た
め
、

一
九

八
○
年
代
半
ば

に
阿

寒
湖
温
泉

街
地
区

の
湖
底

に
堆
積

し
た

ヘ
ド

ロ
の
湊
深
が

行

わ
れ
、

ま
た
直
後

か
ら
公
共
下
水
道

の
敷
設
・供
用
が
始

ま

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
湖
水
浄
化
対
策

の
効
果
は
、
近
年

に
な

っ
て

透
明
度

の
上
昇

と
し
て
現
れ

て
お
り

(五
十
嵐

ら

二
〇
〇

〇
)
、
ま
た

マ
リ

モ
に

つ
い
て
も
、

一
九
九
七
年

に
チ

ュ
ウ

ル
イ
と
キ
ネ

タ
ン

ペ
で
行
わ
れ
た
生
育
状
況
調

査

の
結
果

か
ら
、
現
存
量

の
急
激

な
減
少

に
は
歯
止

め
が

か
か

っ
た

も

の
と
見

ら
れ

て

い
る

(阿
寒

町
教

育
委

員

会

一
九
九

八
)
。
し

か
し
そ

の

一
方

で
、
過
去

に
個
体
群
が

消
失

し
た

シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
と
大
崎

で

マ
リ

モ
が
再
び
生

育

を
始

め

る
気
配
は
見

ら
れ
ず
、

ま
た
チ

ュ
ウ

ル
イ
と
キ

ネ
タ
ン
ペ

で
も
、

マ
リ

モ
の
生
育
状
況
が
湖
水

の
富
栄
養

化

が
始

ま

る
以
前

の
状
態

に
戻

り

つ
つ
あ

る
の
か
ど
う

か

は
定

か
で

な

い
。
こ
の
よ
う

に
、
近
年
、
湖
の
環
境

は
改
善
さ
れ
る
傾
向

に
あ

る
と
は
言
え
、

マ
リ

モ
の
生
育
状
況
は
過
去

一
世
紀

に
わ
た

っ
て
衰
退
を
続
け
て
き
た
状
況

か
ら
脱

し
切
れ
て

い
な

い
の
が
現
状

で
あ
る
。

そ
の
た

め
今
日
ま
で
、

マ
リ

モ
の
保
全
を
講
ず
る
上
で
残
存
す

る
チ

ュ
ウ

ル
イ
と
キ
ネ

タ

ン
ペ
の
個
体
群
を

い
か
に
維
持

・
存
続
さ
せ
る
か
が
重

要
視

さ
れ
、
特

に
本
稿

の
主
題

で
あ

る

マ
リ

モ
の
打
ち
上

げ
防
止
が
保
全
対
策

の
中
心
的
な
課
題
と
認
識

さ
れ
て
き

た

(黒
木

一
九
七
六

a
、
若
菜

一
九
九
九
)。

三
.

マ
リ

モ
の
打

ち

上
げ

と

保
全

対
策

マ
リ
モ
の
保
全
対
策

と
し
て
、
従
前
、
少
な
か
ら
ぬ
課

題
が
指
摘

・提
言

さ
れ
て
き
た
中

で

(表

1
)、

マ
リ

モ
の

打

ち
上
げ
が
中
心
的
な
位
地
を
占

め
る
よ
う

に
な

っ
た
背

景

に
は
、
打

ち
上
げ
と

い
う
現
象
が
目

に
付
き
や
す
く
、

ま
た
対
策

を
講
じ
や
す
か

っ
た
こ
と
に
加
え
、
水
力
発
電

の
た
め
の
過
度
な
取
水
に
よ
る

マ
リ

モ
の
露
出

と
枯
死
が

く

り
返

さ
れ
る
中

で
、
打

ち
上
げ

に
よ
る

マ
リ
モ
の
露
出

も
ま
た
被
害

と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
歴
史
的
経
過

が
あ

る
。
先

に
述

べ
た

一
九

二
四
年

の
水
位
低
下

に
よ
る

マ
リ

モ
の
枯
死
事
件
以
降
、
国

か
ら
許
可
さ
れ
た
範
囲

で

の
水
位
管
理

は
遵
守
さ
れ
た
ら
し
く
、
し
ば

ら
く

の
あ

い

だ
同
様

の
事
態
が
発
生
し
た
と
の
記
録
は
な

い
。
し
か
し
、

一
九

四
九
年

に
な

っ
て
、
当
時
、
需
要

の
増
大
し

て
い
た

電
力

の
増
産

に
対
応
す

べ
く
、

一
時
的
な
措
置

と
し
て
従

前

の
最
低
水
位
を

二
尺

(六
〇
.
六
狸
ン
)
下
回
る
水
利
用

が
許
可

さ
れ
た

(館
脇

一
九
五

二
、
黒
木

一
九
七
六

a
)
。

そ
の
結
果
、
過
度
な
水
位
低
下

に
よ

っ
て
、

]
九
五
〇
年

の
春

に
阿
寒
湖

の

マ
リ

モ
史
上
、
最
も
規
模
の
大
き
な

マ

リ

モ

の
露
出

・
枯

死
事
件

が
引

き
起

こ
さ

れ
る
こ
と

に
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な

っ
た
。

事
態
が
あ

か
ら
さ
ま
に
な

っ
た
直
後
、
「
マ
リ

モ
死
滅

の

危

機

に
」
と
題
し
て
概
況
を
報
じ
た
新
聞
報
道

に
よ
る
と
、

露
出
し
た

マ
リ

モ
の
範
囲
は
チ

ュ
ウ
ル
イ

で
長
さ
二
〇
〇

層

、
幅

五
〇
層

、
キ
ネ
タ

ン
ペ
で
長
さ

二
七
五
層
、
幅
五

〇
層

で
、
一
半
ば
枯
死
し
た

マ
リ

モ
が
天
日

の
直
射

を
受
け

て
干
せ
上
が
り
、
馬
糞

の
よ
う

に
フ
カ
フ
カ
し
た
敷
物
状

態
が
続

い
て
調
査
団
を
驚

か
せ
た
」

と
い
う

(北
海
道
新

聞

一
九
五
〇
年
四
月
二
七
日
)
。
当
時

の

マ
リ

モ
の
分
布
実

態
が
分

か

っ
て
い
な

い
の
で
全
体

か
ら

み
た
被
害

の
程
度

は
定

か
で
な

い
が
、

一
九
九
七
年

に
実
施
さ
れ
た
調
査

で

得
ら
れ

て
い
る
チ

ュ
ウ
ル
イ

に
お
け
る
球
状

マ
リ

モ
の
分

布
面
積
七
万
九
千
平
方
層
、
長
径

一
〇
狸
.
以
上

の
球
状

マ

リ

モ
の
個
数

二
九
万
個
、

キ
ネ
タ

ン
ペ
に
お
け
る
同
面
積

四
万
六
千
平
方
層
、
同
個
数
五
六
万
個

と
い
う
デ
ー
タ

(阿

寒
町
教
育
委
員
会

一
九
九

八
)
を
基

に
試
算
し
て
み
る
と
、

チ

ュ
ウ
ル
イ

で
は
全
体

の

=
二
響
、
三
万

八
千
個

が
、

キ

ネ

タ
ン
ペ
で
は
全
体

の
三
〇
暫
、

一
六
万

八
千
個

が
露
出

し
た
計
算

に
な

る
。
先

の
新
聞
報
道

の
約
半
月
後

に
被
害

の
実
態
調
査

に
あ
た

っ
た
舘
脇
操
北
海
道
大
学
教
授

は
、

マ
リ

モ

の
露

出
面
積

を
チ

ュ
ウ

ル
イ

で

二
七
〇

〇

平
方

厨
、

キ
ネ
タ

ン
ペ
で
八
二
〇
平
方
層

と
報
告
し
て
お
り
、

特

に
キ
ネ
タ

ン
ペ
に
つ
い
て
は
全
体

の
二
四
榔
、

一
〇
万

七
千
個
が
被
害
を
受
け
た
と
推
定

し
て
い
る

(舘
脇

一
九

五

二
)
。
舘
脇

が
調
査

に
入

る
ま

で
の
問

に
、
雪
解

け

に

よ

っ
て
湖
水
面
が
上
昇
し
、

マ
リ
モ
の
露
出
面
積

が
縮
小

し

て

い
た
こ
と
を
考
慮

す
る
と
、
舘
脇

の
推
算
結
果

を
若

干

上

回
る
前

述

の
試

算
結

果

は
、
実
態

に
近

い
も

の
で

あ

っ
た
と
思

わ
れ
る
。

舘
脇

は
、

こ
の
水
位
低
下

に
よ
る

マ
リ

モ
被
害

の
実
態

調
査

の
他

に
、

マ
リ

モ
が
長
期
的

に
減
少
傾
向

に
あ
る
現

状

や
そ
の
原
因

に

つ
い
て
も
考
察

し
、
問
題
と
な

っ
て

い

る
取
水

に
よ
る
水
位
低
下

の
他

に
も
、
先
に
述

べ
た
木
材

流
送
や
売
買
を
目
的

と
し
た
盗
採
、

マ
リ

モ
生

育
地

へ
の

遊
覧
船

の
乗
り
入
れ
、
同

じ
く
生
育
地

に
お
け

る
漁
業
者

に
よ
る
網
入

れ
な

ど

に
対

し

て
是
正

の
必
要

性
を

指
摘

し
、
併
せ
て
組
織
的

で
広
範
囲
な
保
全
活
動

の
展
開
を
呼

び

か
け
た

(館
脇

一
九

五
二
)
。

こ
う
し
た
提
言

に
応

え
、

関
係
機
関
や
地
元

は

一
九

五
〇
年

に

マ
リ

モ
愛

護
会
を
結

成
し
、
他
団
体

の
協
力

を
得

て

マ
リ

モ
の
普
及

啓
発
を
目

的

と
し
た

マ
リ
モ
祭

り
を
開
催
す
る
な
ど
、
様

々
な
保
全

活
動

に
取
り
組

み
始

め
た

(阿
寒
湖

の
マ
リ
モ
保
護
会

一

九
九
〇
)
。
ま
た
、

一
九
五
六
年

に
は
、
頻

発
す

る

マ
リ

モ

の
盗
採
を
防
止

す

べ
く
阿
寒
町
が
監
視

小
屋
を

チ

ュ
ウ
ル

イ
湖
岸

に
建
設

し
、
翌
年

か
ら

マ
リ

モ
監
視
人

を
配
置
し

て
取
締

の
強
化

に
も
乗

り
出

し
た
。

こ
の
よ
う

な
流

れ
の

中

で
、
チ

ュ
ウ
ル
イ
湖
岸

に
お
け
る

マ
リ
モ
の
打

ち
上
げ

に
対
す

る
保
全
措
置
も
検
討

さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、

一
九

五
七
年

に
は
北
海
道
教
育
委
員
会
も
加

わ

っ
て
、
同
年
春

に
打

ち
上
げ

ら
れ
た

マ
リ
モ
を

八
月

に
シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ

と
キ
ネ
タ

ン
ペ
に
移
植

す
る
作
業
が
事
業
化

さ
れ

る
こ
と

に
な

っ
た

(舘
脇

一
九
五

二
、
黒
木

一
九
七
六

a
)
。

そ

の

一
方

で
、
館
脇
を
引
き
継

い
で

一
九
五

七
年

か
ら

北
海
道
文
化
財
専
門
員

と
し

て

マ
リ

モ
調
査

に
あ
た
る

こ

と

に
な

っ
た
山

田
幸
男

北
海
道

大
学
教

授

の
指
導

に
よ

り
、

マ
リ

モ
の
打
ち
上
げ
そ

の
も

の
を
積
極
的

に
防
止
す

る
方
針
が
打

ち
出
さ
れ
、
チ

ュ
ウ

ル
イ
湖
岸

で
様

々
な
対

策
が
実
行
さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た

(黒
木

一
九

七
六

a
)
。

ま
ず
、

一
九
五
八
年
五
月

に
は
、

マ
リ

モ
の
湖

岸

へ
の
接

近
を
防
ぐ
目
的

で
、
湖
岸

に
長
さ

一
〇
〇
癖
、
幅

七
層

に

わ
た

っ
て
ヨ
シ
が
移
植
さ
れ
た
。
し
か
し
問
を

お
か
ず

し

て
、
す

べ
て
波
浪

に
よ

っ
て
流
失

し
て
し
ま

っ
た

た
め

(北

海
道
新
聞

一
九
五

八
年
六
月

二
三
日
)
、
同
年

一
〇
月
、
水

深

一
層

の
位
置

に
ナ
イ

ロ
ン
樹
脂
製

の
ア
ミ
ラ

ン
網

(長

1958年 に阿寒湖チュウルイ湾 に設 けられた打 ち上

げ防止網。

写真4

さ

一
八
○
層
)
を
張
り
巡
ら
し
た

「
打
ち
上
げ

防
止
網
」

が
設
置

さ
れ
た
(写
真

4
)
。
と
こ
ろ
が
、
網

に

マ
リ
モ
が

か
か

っ
た
り
結
氷

に
よ
る
破
損
が
生
じ
る
な
ど
し
た
た
め

(北
海
道
新
聞

一
九
六
〇
年
九
月

二
日
、
読
売
新
聞

一
九
六

二
年

一
〇
月
三

一
日
)
、追
加
措
置
と
し

て

一
九
六

一
年
か

ら
六

二
年

に

か
け

て
、
チ

ュ
ウ

ル
イ
湖

岸

に

コ
ル
ゲ
ー

ト

・
パ
イ
プ
を
用

い
た
蒲
鉾
型

の
鋼
製
堤

防

(高

さ

一
.

三
層
、
幅

二
.
六
層

、
長

さ

一
九

二
層

)
が

「
マ
リ
モ
打

ち
上
げ
防
止
堤

(以
下
、
防
止
堤

と
略
す
)
」
と
し
て
建
設

さ
れ
た

(写
真

5
、
図
2
)
。

そ
し

て
、
竣

工
か
ら
間
も
な

い

一
九
六
五
年

九
月
、
台
風

に
よ

っ
て
防

止
堤
東
端

の
湖

岸

に
多
量

の

マ
リ

モ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
て
集
積

し
た
こ
と

か
ら
、
被
害
防
止
を
徹
底

す
る
た
め

に
防

止
堤

を
延
長

・

増
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
判
断
が
な
さ
れ
、

チ

ュ
ウ

ル

イ
湾

に
お
け
る

マ
リ

モ
生
育
分
布

の
現
状

調
査

を
経

て
、

一
九
六

六
年

に
東

に
向

け
て

一
〇
〇

層
、
防
止

堤
が
追
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1962年 に完成 したマリモ打ち上げ防止堤。写真51966年 に追加延長 されたマ リモ打 ち上 げ防止堤工

事の様子。

写真6

打 ち上 げ防止 堤

(1961/62～1978)

驚 朧誇

チュウルイ川
河ロ
↓瓜
。

'

…

,3

ヨシ群 落

(1996年 の 状 況)

100m一
ヨシ群落
(1996年 の状況)

阿寒湖チュウルイ湾の概況 とマ リモ打ち上げ防止堤の設置位置。マ リモ打ち上

げ防止堤改修検討委員会(2002)の 報 告書か ら転載。

図2

加

・延
長
さ
れ
た

(写
真

6
、
図

2
)
。

こ
う
し

て
、

マ
リ

モ
の
打

ち
上
げ
防
止

と
、
打

ち
上
げ

ら
れ
て
し

ま

っ
た

マ

リ

モ
を
移
植

・
移
動
す

る
作
業

の
二

つ
が
、

マ
リ
モ
保
全

対
策

の
主
要
課
題

と
し

て
明
確

に
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と

に
な

っ
た

(山
田

一
九
七

三
、
黒
木

一
九
七
六

a
)
。

四
.
打
ち
上
げ
防
止
堤

の
効
果
と
問
題
点

防
止
堤

の
存
在

は

マ
リ

モ
の
打

ち
上
げ

防
止

に
効
果
を

上
げ
た

と
い
わ
れ
る
が

(黒
木

一
九
七
六

a
)、

一
九
七

二

年
秋
、
阿
寒
湖

を
襲

っ
た
台
風

に
よ

っ
て
防
止
堤

の

一
部

が
破
損
し
た
の
を
き

っ
か
け

に
、
修
理
や
新
設

に
あ
た

っ

て
ど
の
よ
う
な

形
状

や
機
能

を
備

え
た
も

の
が

よ

い
の

か
、
改
め
て
検
討

さ
れ
る
こ
と

に
な

っ
た

(釧
路
新
聞

一

九
七

二
年

一
〇
月

二
九
日
、
同

一
九
七
五
年
八
月

一
九
日
、

北
海
道
新
聞

一
九
七
五
年
八
月
二
日
、
同

一
九
七
六
年
九

月
三
日
)
。
し
か
し
調
査

の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
肯
定
的
な

見
方

に
反

し
て
、
防
止
堤

に
よ

っ
て
発
生
す
る
反
射
波
が

マ
リ

モ
を
沖
合

へ
移
動
さ
せ
、
そ
の
こ
と
が

マ
リ

モ
に
悪

影
響
を
及

ぼ
し

て
い
る
可
能
性

が
指
摘
さ
れ
た

(黒
木

一

九
七
六
b
)
。

こ
う
し
た
知
見

に
加
え

て
、

湖
岸

に
ヨ
シ
が
密
生

し
て

マ
リ

モ
が
打

ち
上
げ
ら
れ
る
危
険
性
が
減
少

し
た
と
判
断

さ
れ
た
た
め
、
修
理
や
新
設

で
は
な
く
、

]
九

六

一
～
六

二
年

に
か
け
て
設
置

さ
れ
た

一
九
二
層
分
を
撤
去

し
て
、

経
過
を
観
察
す

る
こ
と
に
な

っ
た

(北
海
道
新
聞

一
九
七

八
年
五
月

一
五

日
)
。
と
こ
ろ
が
工
事
を
実
施

し
た
直
後

の

一
九
七
八
年
秋
、
撤
去
跡

の
湖
岸
に
強
風

に
よ

っ
て

マ
リ

モ
が
打

ち
上
げ

ら
れ
、
「
甘

か

っ
た
保
護
堤

一
部
撤
去
ー
調

査
目
的
ウ
ラ
目
」
あ

る
い
は

「
マ
リ
モ
無
惨

ー
保
護

に
手

抜

か
り
?
」

と
し
て
、
防
止
堤

の
撤
去
が
打

ち
上
げ

の
原

因

で
あ

っ
た

と
す
る
見
方
が
報

じ
ら
れ
た

(北
海
道
新
聞

一
九
七
八
年

一
〇
月

一
二
口
)
。
こ
れ
を
機

に
、
防
止
堤

の

機
能

に
対
し

て
は
、
「功
罪
が
あ
り
、
防
止
堤

が
あ

る
方
が

よ

い
の
か
、
自
然

の
ま
ま
が
よ

い
の
か
、
総
合
的

に
判
断

し

て
い
く
必
要
が
あ

る

(北
海
道
新
聞

一
九
七
八
年

一
〇

月

一
五
日
)
」
と

の
慎
重
な
姿
勢

が
保

た
れ

る
よ
う

に
な

り
、
こ
れ
以
降
も
何
度

か
大
規
模

な
打
ち
上
げ

が
発
生
し

た
も

の
の

(表

2
)
、
打

ち
上
げ

ら
れ
た

マ
リ

モ
を
湖
中

に

戻
す
作
業
が
毎
回
行
わ
れ
た
だ
け
で
、
防
止
堤

そ
の
も

の

に

つ
い
て
は
是
非
を
棚
上
げ
し
た
ま
ま
現
状
維
持

が
続
け

ら

れ
る

こ
と

に
な

っ
た

(
マ
リ

モ
調

査
研
究

会

一
九

九
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1957年 以 降に阿寒湖チュウルイで発生 したマ リモの打ち上げと施 された保全対策表2

発生年月 規模 ・概況 対 策

1957年5月 1500m2、 チ ュ ウ ル イ 川 河 口
8月 下 旬 か ら約1月 をか けて小舟6隻 を

使ってキネタンペ とシュリコマベツへ移植

1958年4月 2200m2、 チ ュ ウ ル イ 川 河 口
5月 に地元住民や小中学生のべ300名 を動

員 して20口 かけて返還作業

1959年4月 500m2、 チ ュウルイ湾東(量 は前年の1/3)

1965年9月
1000～1200m2、 台 風23号 、打 ち上 げ 防 止

堤 を 超 え る

阿寒湖中学校の男子生徒約40人 が返還作

業

1972年10月
約1万 個(規 模は不明)、 打ち上げ防止堤

を超 える
阿寒町教委職員が返還作業

1978年10月 200m2、 約1万 個 、 チ ュ ウ ル イ 川 河 口 阿寒町教委職員が返還作業

1987年9月
長 さ100～250m、 最 大 厚60cm、 チ ュ ウ

ル イ 川 河 口東

阿寒町教委他、マ リモ保護会 ら80名 による

返還作業

1995年11月
3900m2、29.6t、 チ ュ ウ ル イ 川 河 口 か ら東

に か け て

12月 に阿寒町教委他、マ リモ保護会 ら50

名 による返還作業

2002年10月 600m2、14.4t、 打 ち上 げ 防 止 堤 西
阿寒町教委他、マリモ保護会 ら20名 による

返還作業/翌 年5月 に30名 で再作業

2007年10月 970m2、3.Ot、 打 ち 上 げ 防 止 堤 西
釧路市教委他、マリモ保護会 ら20名 による

返還作業

○
)
。
そ

れ
か
ら

し
ば

ら

く
経

っ
た

一
九
九

五

年

一
一
月
、

チ

ュ
ウ

ル
イ

で
大

規
模

な

マ
リ

モ
の
打

ち

上
げ

が

発
生

し
、
打

ち
上
げ
発
生
時

の

マ
リ

モ
の
移
動
経
路
や
打

ち
上

げ

ら
れ
た

マ
リ

モ
の
個
体
群
構
造
、
打
ち
上
げ
後

の
経
過

な
ど
、
現
象

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
が
初

め
て

行
わ
れ
た

(若
菜

・岸

一
九
九
七
)
。

こ
の
調
査

に
先
立
ち
、
湖
水

の
富
栄
養
化

の
進

行

に
よ

っ

て
大
型

の
球
状

マ
リ

モ
が
減
少
し
た
原
因
を
解

明
す

べ
く
、

マ
リ

モ
の
光
合
成
生
産

に
関
す
る

実

験
研
究
が
進
め
ら
れ

て
い
た
が
、
そ

の
結
果
、

マ
リ

モ
は
球

と
い
う
形
態
を
反
映

し

て
、
直
径

が
大
き
く
な
る
ほ
ど
光
補
償
点
が
大

き
く
な
る

成
長
生
理
特
性
を
有
し

て
い
る
こ
と

が
確
認
さ

れ
た

(吉

田
ら

一
九
九
四
、
横

浜

・
堀

口

一
九

九
九
)
。
こ
の
知
見

か
ら
、
前
述

し
た

よ
う

に
、

植
物

プ
ラ
ン
ク
ト

ン
の
被
陰
効

果
に

よ

っ
て
大

型

の

マ
リ
モ
が
選
択
的

に
減
少

す
る

メ
カ

ニ
ズ

ム
が
説
明
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
ま
た
同
時

に
、

個
体

群
の
生
産
動
態
と

い
う
観
点

か

ら
評
価
し

た
場
合
、
大
型

の

マ
リ

モ
は
成
長

の
限
界

に
近

づ
き

つ
つ
あ

る
言
わ
ば
生
理
的

に
老

成
し
た
状

態

に
あ
る
た
め
、

こ
の
よ
う
な

マ
リ

モ
が
再
び

成

長
を
始

め
る
た
め

に
は
、
よ
り
小

型

の
集
合

に
分
か
れ
て
光
補
償
点

を
下
げ
、
単

位
生
物

量

あ
た
り
の
光
資
源

の
利

用
効
率
を
上

げ
る

こ
と

が
有
効

で
あ
る
と

の
見
方

が
示

さ
れ
た

(若
菜

一
九
九
三
b
、

一
九
九
九
)
。
そ
し

て
、

一
九
九

五
年

の
打

ち
上
げ

発

生
以

降

の
追

跡
調

査

に

よ

っ
て
、
打
ち
上
げ

ら
れ
る
過
程

で
多
く

の
断

片
に
分
割
さ
れ
た
小
型

の

マ
リ

モ
は
、
実
際

に

浅
瀬

で
再
び
成
長

を
初

め
て

い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ

(阿
寒

町
教
育
委
員
会

一
九

九
八
)
、

マ
リ

モ
の
生
活

に
と

っ
て
、
打

ち
上
げ
現
象

は
個
体
群

の
維
持

に
必
要

な

崩
壊
と
再

生

の
サ
イ
ク
ル
の

一
部

と
見

な
さ
れ

る
こ
と
が

明
ら
か

に
な

っ
た
。

他
方

、
こ
れ
ら

一
連

の
調
査

で
、
防
止
堤

の
存
在
そ
の

も

の
が
湖
底

の
マ
リ
モ
を
浅
瀬

に
押

し
上
げ

る
特
異
な
波

浪
を
発
生
さ
せ
て
マ
リ
モ
の
打
ち
上
げ
を
誘
発
し
て
い
る

可
能
性
も
示
さ
れ

(若
菜
・
岸

一
九
九
七
)
、
防
止
堤
の
機

能
と
評
価
に
関
す
る
検
討
が
平
行
し
て
進
め
ら
れ
た

(
マ

リ
モ
打
ち
上
げ
防
止
堤
改
修
検
討
委
員
会
二
〇
〇
二
)
。
結

果
の

一
例
と
し
て
、
チ

ュ
ウ
ル
イ
湾
に
お
け
る
マ
リ
モ
の

長
期
的
な
分
布
状
況
の
変
化
を
見
て
み
る
と
(図
3
)
、
防

止
堤
が
設
置
さ
れ
た

一
九
六

一
年
以
前
、

マ
リ
モ
は
現
在

と
違

っ
て
汀
線
付
近
ま
で
分
布
し
て
い
た
が
、
防
止
堤
設

置
か
ら
追
加
工
事
が
行
わ
れ
た

一
九
六
六
年
ま
で
の
問

に
、
湖
岸
沿
い
の
個
体
群
が
消
失
し
て
分
布
域
が
南
西
方

向

に
広
が
っ
た
。
次
い
で
、
防
止
堤
の
西
側
部
分
が
撤
去

さ
れ
た

一
九
七
八
年
以
降
、
西
側
浅
水
域
の
マ
リ
モ
は
消

失
し
、
逆
に
個
体
群
全
体
が
水
深
の
大
き
な
南
東
方
向
に

分
布
位
置
を
変
え
て
今
日
に
至

っ
て
い
る
。
分
布
水
深
が

1950(館 脇)

1959(山 田)

1965(山 田)

1973(黒 木)

1985(黒 木)

1997(阿 寒町教 育委員会)

打 ち 上 げ防 止 堤

(196過 ≧～1978)

チュウルイ川
河ロ
↓

打 ち 上 げ防 止 堤

L(1966～)

100m

阿寒湖チュウルイ湾における球状マリモ分布域の長期変化。1950
～1985年 の分布域は黒木(1986)か ら引用 し、1997年 の分布域

は阿寒町教育委員会(1998)を も とに図化 した。マ リモ打ち上 げ

防止堤改修検討委員会(2002)の 報 告書か ら一部改変 して転載。

図3
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大

き
く
な

る
と

い
う
こ
と
は
、
先

に
述

べ
た
植
物
プ

ラ
ン

ク
ト
ン
に
よ
る
被
陰
効
果

と
同
様
、
光
合
成
生
産

の
低
下

を
招

き
(若
菜

一
九
九

三
b
)
、

こ
の
点

で
、
防
止
堤
が
発

生
す

る
反
射
波

に
よ

っ
て

マ
リ

モ
が
沖
合

へ
移
動
し
悪
影

響
を
及
ぼ
し
て

い
る
可
能
性
を
指
摘

し
た
黒
木

(
一
九
七

六
b
)

の
見
方

は
正
し

か

っ
た

こ
と
に
な

る
。

こ
の
よ
う

に
、
防
止
堤

の
設
置
に
始

ま

っ
て
、
追

加
、

一
部
撤
去
と

い
う

一
連

の
措
置
が
浅
水
域

の
湖
水
流
動
な

ど
を
変

化
さ
せ
、

マ
リ

モ
の
分
布

や
光
合
成
生
産

に
大
き

な
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た

の
は
疑

い
な

い
。
ま
た
、
こ
れ

マリモ打ち上げ防止堤がマリモの生育分布や周辺環境に及ぼす影響*表3

以
外

に
も
防
止
堤

の
存
在
は
様

々
な
影
響
を
周

辺
環
境

に

与

え
て
お
り

(表
3
)、
今
日
、
振
り
返

っ
て
み

る
と
、
防

止
堤
が

マ
リ

モ
の
保
全

に
本
当

に
役
立

っ
た
の

か
、
そ
も

そ
も
防
止
堤

の
設
置

を
含
め

て
打
ち
上
げ
防
止

対
策
が
必

要
だ

っ
た

の
か
、
疑
問
な
点
が
多

い
。

五
.
移
植

お
よ
び
移
動
の
効
果
と
問
題
点

環境要因 現 象 評 価

湖水流動
チュウルイ湾東側への分布

位置の変化
? 影響不明

湖水流動

(底層逆潜行流)

群落が深所へ移動 ・拡大し
たことにともなう生産(光

合成)速 度の低下

『 生物量(個 体群)の 縮小

湖水流動

(湖浜流)
西側湖浜へのマリモ打ち上
げの誘発

『
球状マ リモの破損

十
天然個体群の再生 ・維持の初

期段階となる小塊の発生

湖水流動 ヨシ群落の沖合への移動 ? 影響不明

湖水流動
(浅水波)

ビロー ド状マ リモ ・大型マ

リモの増加(た だ し水質の

回復 との相乗効果)

十 生物量(個 体群)の 増加

湖岸改変 マ リモの打ち上 げ防止 『 打ち上げ防止措置そのものが

有意義であるかどうか疑問

湖岸改変 後背地への泥の滞留

十 泥の流入を防止

『 泥が一・時的に大量に流入す る

危険性

景観 破損 ・老朽化の進行 一 美観の欠損

マ
リ

モ
打

ち
上
げ
対
策

の

一
つ
と
し
て
、
一
九

五
七
年
、

チ

ュ
ウ

ル
イ
湖
岸

に
打
ち
上
げ

ら
れ
た

マ
リ
モ
を

シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
と
キ
ネ
タ
ン
ペ

に
移
植

す

る
作
業

が
行

わ
れ
た
こ
と

は
前
述

し

た
が
、
こ
う
し
た
措
置
が

取
ら
れ
た

理

由

は
、
チ

ュ
ウ

ル

イ

と
違

っ
て

シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
と
キ
ネ

タ

ン
ペ
で

*マ リモ打ち上げ防止堤改修検討委員会(2002)の 報告書か ら転載
。

は
ヨ
シ
が
密

生
し
て

い
る
た
め
、
湖

中

に
戻
し
た

マ
リ

モ
が
風

波

で
押
し

流

さ
れ
る
心
配
が
な
か

っ
た
た
め

で

あ

っ
た
と

い
う

(北
海
道

新
聞

一
九

五
七
年

八
月
二
六
日
)
。
移

植
作
業

に

は
、
漁
船

六
隻

を
借

り
受

け
、
人
夫

十
数
名

の
他

、
地
元

の

マ
リ

モ
保
存

会

の
会
員

が
参
加

し
た
。

当
初

、
こ

の
よ
う
な
対
策

の
有
効
性

に
つ
い
て

は
、
肯
定
的

な
見
方
が
支

配
的
で
、

同
年
秋

の
新
聞

に
は

「
マ
リ

モ
に
第

二

の
故

郷

見
事

移

植

に
成

功

シ
リ

コ

マ
ベ
ツ
で
新

芽
出

す
」

と
の
記
事

が
掲
載

さ
れ
て

い
る

(北

海
道

新

聞

一
九

五

七
年

]

一
月

九

日
)
。
し
か
し
、
翌
年

八
月

に
経
過
を

調
査
し
た
山
田
は
、

そ
の
報
告
書

の

中

で

「昭
和
三
二
年

シ
リ

コ
マ
ベ
ツ

一
帯

の
湖
底

に
移
植

し
た

マ
リ

モ
は
今

回

の
調
査

の
結
果
今
後

の
移
植
す
る
こ

と
は
適
当

で
な

い
」
と
正

反
対

の
評
価

を
下
し

て
い
る

(黒

木

一
九
七
六

a
)。
こ
の
こ
と
か
ら
、
最
終
的

に
移
植

の
試

み
は
う
ま
く
行

か
な

か

っ
た
も

の
と
推
察

さ
れ
る
が
、
事

業

と
し
て
行
わ
れ
て

い
な
が
ら
、

マ
リ
モ
を
移
植

し
た
位

置

や
移
植
さ
れ
た

マ
リ
モ
の
大
き
さ
、
数
、
生
育
状
況

の

経
過

な
ど

に
つ
い
て
記
録
等

は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、

わ
ず

か
に

一
九
五
九
年

四
月

の
北
海
道
新
聞

(日
付
不
明
)

に

「
一
昨
年
行

っ
た

マ
リ

モ
の
シ
リ

コ
マ
ベ
ツ
地

区
移

植

は

湖
底

の
ド

ロ
に
作
用

さ
れ
全
く
失
敗
、

こ
と
し
か
ら
の
移

植

は
続
行
し
な

い
」

と

い
う
、
ま
た

一
九
六
〇
年

に
阿
寒

湖
全
域

で

マ
リ
モ
の
分
布
調
査
を
行

っ
た
報
告
書

(
マ
リ

モ
調
査
隊

一
九
六
三
)

に

【先
年
、
こ
こ

(
シ
リ

コ
マ
ベ

ツ
)
に

マ
リ

モ
を
移
植

し
た
が
今
は
全
く
見

る
影
も
な

い
」

と

い
う
記
述

が
散
見

さ
れ
る
だ
け
で
あ

る
。

こ
う
し

て
、
打

ち
上
げ
対
策
と
し
て
の
移
植
は
早
期

に

中
止

さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
打
ち
上
げ
そ

の
も
の
が

な
く

な

っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
以
降
は
、
打
ち
上
げ

が
発

生

す
る
た
び
、
小
中
学
生
を
含
む
地
元
住
民
な
ど
を
動
員

し
て

マ
リ

モ
を
湖

に
返
還
す

る
活
動
が
続
け
ら
れ
て
き
た

(写
真

7
、
表

2
)
。

し
か
し
、

こ
れ
に

つ
い
て
も

「打

ち

上
げ
ら
れ
た

マ
リ
モ
を
放
置
す
る
と
乾
燥
し
て
死
滅

し
て

し
ま
う
た
め
湖

に
戻
す
」
(釧
路
新
聞

一
九

八
七
年
九
月

四

日
)
以
外

に
具
体
的

な
作
業
内
容
や
経
過

に
関
す
る
記
録

は
残

さ
れ

て
お
ら
ず
、

ま
た
打
ち
上
げ
が
な
ぜ
発
生

し
、

マ
リ
モ
を
保
全

す
る
上

で
ど
の
よ
う
な
対
策
が
有
効

か
と

い
っ
た
観

点

か
ら
調
査

や
研

究
が
行

わ

れ
る

こ
と
も
な

か

っ
た
。

他
方
、

マ
リ

モ
の
移
植

や
移
動

に
つ
い
て
は
、
前
述
し

た
よ
う

に
、
移
植
藻
体

の
残
存

に
役
だ

っ
て
い
る
か
ど
う

か
定

か
で
な

い
と

い
う
問
題
が
あ

っ
た
だ
け

で
な
く
、
天
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打ち上 げ防止堤 の後背地 に打ち上 げ られたマ リモ

を回収 して湖中に返還す る作業 にあたる地元中学

校の生徒 ら(1965年9月)。

写真7

然
の
マ
リ
モ
個
体
群
に
お
け
る
個
体
群
構
造
や
遺
伝
子
構

造
の
保
全
と
い
う
観
点
か
ら
の
問
題
も
古
く
か
ら
指
摘
さ

れ
て
き
た
。
例
え
ば
、

一
九
五
〇
年
春
に
発
生
し
た

マ
リ

モ
の
大
量
露
出

・
枯
死
事
件
は
、

マ
リ
モ
保
全
に
対
す
る

社
会
的
な
関
心
の
喚
起
を
も
た
ら
し
、
こ
れ
以
降
、
様
々

な
保
全
対
策
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
が
、
そ
の

一

つ
に
阿
寒
湖
か
ら
盗
み
出
さ
れ
て
売
買
さ
れ
た

マ
リ
モ
を

生
育
地
に
戻
す
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ

っ
た
。
こ
の
運
動
は

大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
当
時
の
新
聞
に
は
、
「
昨
年

(
一
九
五
五
年
)道
教
委
社
会
教
育
課
施
設
文
化
財
係
と
文

部
省
文
化
財
保
護
委
で
強
力
な
保
護
運
動
を
開
始
し
た
。

そ
の
結
果
は
東
京
、
大
阪
を
は
じ
め
遠
く
九
州
の
熊
本
か

ら
も

マ
リ
モ
が
返
さ
れ
、
そ
の
数
は
三
千
五
百
個
に
の

ぼ
っ
た
。
ま
ず
八
月
二
十

一
日
鳩
山
首
相
の
邸
の
マ
リ
モ

ほ
か
東
京
か
ら
十
四
個
が
日
航
機
で
送
ら
れ
て
き
た
の
に

引
続
き
、
阿
寒
付
近

の
旅
館
や
土
産
品
店
か
ら

一
個
千
円

ぐ
ら

い
で
買

っ
て
帰

っ
た
東
京
、
大
阪
な
ど

の
観
光
客
、

学
生
ら
が
道
庁
東
京
事
務
所
、
文
部
省
文
化
財

保
護
記
念

物
課

に
小
包

や
穴

を
あ
け
た
ビ

ニ
ー

ル
の
袋

に

つ
め
て
返

還

(中
略
)
大
変

な
熱

の
盛

り
上
が
り
よ
う
だ

っ
た
」

(北

海
道
新
聞

一
九
五
六
年

五
月

一
五
日
)
と
記
さ
れ

て

い
る
。

返
還

さ
れ
た

マ
リ

モ
は
、

マ
リ

モ
祭
り
な
ど

の
機
会
を
通

じ

て
生
育
地

に
戻

さ
れ
た
が

(阿
寒

湖

の

マ
リ

モ
保
護
会

一
九
九
〇
)
、
一
九
五
〇
年
春

に
露
出
し
た

マ
リ

モ
の
調
査

を
担

っ
た
舘
脇

は
、
こ
の
よ
う
な
行
為

に
対
し

て
、
「私
た

ち
が
精
密
調
査

を
し
た

マ
リ
モ
毬
団
群

の
生
地

に
は
、
な

ん
ら

の
相
談
も
な
く
返
還

マ
リ

モ
が
チ

ュ
ー

ル
イ
に
投
下

さ
れ
て
、
私
た
ち

の
精
密
調
査
は
再
調
査

の
資

料

に
供
せ

ら
れ
な
く
な

っ
た
。

(中
略
)
大
衆

の
愛
情
と
理
解

な
く
し

て
は
自
然
保
護
も
無
意
味

で
あ
る
」
と
し

て
、

不
用
意
な

移
植

や
移
動
が
天
然
個
体
群

の
撹
乱

に

つ
な
が

り
か
ね
な

い
危
険
性
を
指
摘

し
て

い
る

(舘
脇

一
九
六
〇
)
。

同
様

の
例

は
、
こ
れ
以
前

に
も
見
ら
れ
、
阿

寒
湖

で
水

力
発
電

の
た
め

の
取
水
が
始

ま

っ
た

一
九

二
〇
年
代

に
、

渇
水

や
火
山
活
動

に
よ
る

マ
リ

モ
の
被

害
予
防

を
目
的
と

し
て
、
道
央

の
支
笏

湖
や
北
見
地
方

の
チ
ミ
ケ

ッ
プ
湖

に

マ
リ

モ
が
移
植

さ
れ
た
記
録
が
あ
る

(西
村

一
九
三
九
、

舘
脇

一
九
五

二
、
安

原

・
新
崎

一
九
七
九
、
若

菜
ら

一
九

九
六
)
。
こ
の
う

ち
チ

ミ
ケ
ッ
プ
湖

で
は
、
移
植

後

の

一
九

三
三
年

に

マ
リ

モ
様

の
緑
藻
類
が
発
見
さ
れ

(菅
野

一
九

三
四
)
、
こ
れ
以
降
、
こ
の
藻
類
が
も
と
も
と
自

生

し
て
い

た
も

の
か
、
そ
れ
と
も
移
植

さ
れ
た

マ
リ

モ
の
末
喬

か
と

い
う
問
題
を
巡

っ
て
、
長

い
間
、
議
論

が
続
け

ら
れ
て
き

た

(若
菜
ら

一
九
九
六
)。
近
年
、

こ
の
問
題

に
新

し
い
展

開

が
も
た
ら
さ
れ
、
D
N
A
を
用

い
た
系
統
解
析

の
結
果
、

チ
ミ
ケ

ッ
プ
湖

の

マ
リ

モ
様
藻
類
は
種

レ
ベ
ル
で
は
阿
寒

湖
と
同
じ

マ
リ

モ
に
他
な
ら
な

い
も

の
の

(羽
生

田

・
植

田

一
九
九
九
)
、
ア
イ

ソ
ザ
イ
ム
を
用

い
た
集
団
遺
伝
学
的

解
析

に
よ

っ
て
、
種
内

の
遺
伝
的

な
近
縁
性
は
阿
寒
湖
北

部

の
チ

ュ
ウ
ル
イ
や
キ
ネ
タ

ン
ペ
に
生
育
す
る
球
状

の
集

合

型

マ
リ

モ
よ
り
も
、
雄
阿
寒
岳
山
麓
な
ど
で
岩
石

に
付

着

し
て

い
る
着
生
型

マ
リ

モ
に
よ
り
近

い
こ
と
が
判
明
し

て

い
る

(ω
○
Φ」巨

鋤
ミ

ミ
こ
ヨ

真
①
ωω
)
。
阿
寒
湖

か
ら
移

植

さ
れ
た
の
は
球
状

の
マ
リ

モ
で
あ

っ
た
は
ず

で
あ
る
か

ら
、

こ
の
研
究
結
果
は
チ
ミ
ケ

ッ
プ
湖

の
個
体
群
が
移
植

個
体

の
末
喬

で
は
な

い
、

つ
ま
り
自
生

で
あ
る
可
能
性
を

強

く
示
唆

す
る
も

の
で
あ
る
が
、
実
際

に
移
植

さ
れ
た

マ

リ

モ
が
二
〇
世
紀
中
葉

ま
で

に
消
滅
し
た
阿
寒
湖
西
部

の

シ

ュ
リ

コ
マ
ベ
ツ
の
球
状

マ
リ

モ
で
あ

っ
た
と
す
る
と
、

こ

の
集

団
の
実
態
が
分
か
ら
な

い
以
上
、
最
終
的
な
結
論

を
下
す
こ
と
は
で
き
な

い
。

マ
リ

モ
の
移
植
は
、
阿
寒
湖

の
マ
リ

モ
を
保
存
す

べ
く
行

わ
れ
た
は
ず

で
あ

っ
た
が
、

結

果
と
し
て
、
チ
ミ
ケ

ッ
プ

湖
に
現
存
す
る

マ
リ
モ
の
実

態

を
分

か
ら
な
く
し
て
し
ま

い
、
移
植
事
業
の
成
否
を
今

日
な
お
判
断

す
る
こ
と
が
で
き
ず

に

い
る
の
で
あ

る
。

六

.
終

わ

り

に

う

に
守

る
の

か

マ
リ

モ
の
何

を

ど

の
よ

今

日
、

マ
リ
モ
の
打

ち
上
げ
現
象
を
巡
る
理
解

は
さ
ら

に
進

み
、

ど
の
よ
う
な
風
向

・
風
速

・
波
浪
条
件

の
時

に

打

ち
上

げ

が
引
き
起

こ

さ
れ

る

の
か
、
あ
る

い
は
ど

う

い

っ
た
大

き
さ
で
、
ど
こ
に
分
布

す
る

マ
リ

モ
が
打
ち
上

げ

ら
れ
や
す

い
の
か
、

と

い

っ
た
事
柄

に

つ
い
て
具
体
的

に
答

え
ら
れ
る
よ
う

に
な
り

つ
つ
あ

る

(山
本
ら

二
〇
〇

三
)。
そ

の
成
果
と
し

て
、
マ
リ

モ
の
生
育
状
況

に
関
す
る

モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
と
風
波

を
も
た
ら
す
台
風

な
ど

の
進

路

か
ら
、

マ
リ
モ
の
打

ち
上
げ

発
生
を
予
測
で
き
る
ま

で

に
な

っ
て

い
る
。
ま
た
、

マ
リ

モ
の
打

ち
上
げ

に
は
、
六

～

九
年

で
発
生
す
る
周
期
性

が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
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た
が

(表

2
)、

こ
れ
は
個
体
群
全
体

か
ら
見
た
場
合

、
浅

瀬

の
湖
底

に
数
層

に
重

な
り
あ

っ
た
集
団

の

一
番

上

に
位

置
す

る

マ
リ

モ
の
あ
る
も
の
が
、
光
資
源
を
独
占

し

て
最

大

で
年
間
三
～

四
狸
ン
ほ
ど
直
径

を
増
大

さ
せ
、
直
径

が

二

〇
抽
ン
を
超
え
る
よ
う
に
な
る
と
風
波

で
流
失
す
る
サ
イ
ク

ル
に
他
な
ら
な

い
こ
と
が
最
近
、

分
か

っ
て
き
た
。
そ
し

て
、

こ
う
し
た
知
見
の
蓄
積

に
よ

っ
て
、

マ
リ

モ
の
打
ち

上
げ
現
象
を

マ
リ

モ
の
成
長
動
態

の

一
局
而
と
し

て
位
置

づ
け
る
見
方
が
ま
す
ま
す
明
確

な
も
の
に
な

っ
て
き
た
。

こ
の
た
め
、
過
去

に
は
打

ち
上
げ

ら
れ
た

マ
リ

モ
に

つ
い

て
は
速

や
か
に
湖

に
返
す
措

置
が
と
ら
れ
て
き
た
が
、
風

波

に
よ

っ
て
再
び

湖
中

に
戻

る
場
合

も
少

な
く

な

い
た

め
、

一
九
九
五
年

の
大
量
打
ち
上
げ

以
降
、
私
た

ち
は
乾

燥
や
凍
結

に
よ
る
枯
死
が
発
生
し
な

い
限

り
、
経
過
を
監

視
し
な
が
ら
自
然

の
推
移

に
任

せ
る
方
針

で
対
処

し
て

い

る
。マ
リ

モ
に
関

す
る
知
識
が
十
分

で
な
か

っ
た
時
代
、

そ

の
保
全
を
進

め
る
上

で
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

さ
ざ

る
を
得

な
か

っ
た
状
況

に
つ
い
て
は
理
解

す

べ
き
点

も
あ

ろ
う
。

ま
た
、
打
ち
上
げ

ら
れ
て
破
砕

・
分
割
し
た

マ
リ

モ
は
む

ご

た
ら
し

い
印
象

を
与

え
る
た
め
、
打
ち
上
げ

を
被
害

と

受

け
止

め
て
し
ま
う
心

理
も
分

か
ら
な
く
な

い
。
し
か
し
、

よ
か
れ
と
考
え
て
取

り
組

ん
だ
は
ず

の
数
々

の
対
策

、
す

な
わ
ち
打

ち
上
げ

防
止

や
移
植

は
、
果
た
し
て

マ
リ

モ
の

保
全

に
役
立

っ
た

で
あ
ろ
う
か
。
「美

し
く

て
大

き
な
球
状

の
マ
リ

モ
」
す
な
わ
ち

「特

別
天
然
記
念
物
と
し

て
の

マ

リ

モ
」
を
重
要
視
す
る
あ
ま
り
、
[
生
物

と
し

て
の

マ
リ

モ
」

を
軽
ん
じ
て
は
こ
な

か

っ
た
だ
ろ
う
か
。

マ
リ

モ
に
関
す

る
生
物
学
的

な
知
識
が
体
系
と
し

て
整

っ
て
き
た
今
、
私

た
ち
は

マ
リ

モ
の
何
を
、
ど

の
よ
う

に
守

っ
て
行
く

べ
き

な

の
か
、
改
め
て
問

い
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う

に
思

わ
れ

る
。
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献
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